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名
張
地
区
に
は
、
藤
堂
家
邸

や
宇う

る

ふ

し

ね

流
冨
志
禰
神
社
な
ど

の
登
録
有
形
文
化
財
の
歴

史
文
化
資
源
が
あ
り
、
祭
り
や
花
火

大
会
と
い
っ
た
伝
統
行
事
、
ま
ち
な

か
を
流
れ
る
簗や

な
せ瀬
水
路
、
ま
ち
を
と

り
ま
く
名
張
川
な
ど
の
自
然
資
源
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
万
葉
の
時
代
、

名
張
は
畿き

な
い内
に
東
の
端
と
さ
れ
、
奈

良
か
ら
み
て
か
く
れ
の
里
と
い
う
意

味
で
「
隠
（
な
ば
り
）」
と
表
記
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
江
戸
か
ら
明
治
初
期

に
わ
た
っ
て
最
も
賑
わ
い
を
み
せ
た

大
和
と
伊
勢
を
結
ぶ
「
初は

せ瀬
街
道
」

が
名
張
地
域
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
、
ま
た
、
名
張
地
区
の
原
風
景
を

残
し
な
が
ら
人
情
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

す
る
た
め
に
、
こ
の
街
道
沿
い
や
ま

ち
な
か
を
中
心
と
し
た
一
帯
で
「
隠

（
な
ば
り
）
街
道
市
」
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。
商
店
街
や
企
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体
、
行
政
、
そ
し

て
地
区
の
住
民
、
他
地
区
の
住
民
が

協
働
し
て
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
な

ど
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
や
お
も
て
な
し
事
業
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

15
の
地
域
づ
く
り
組
織
が
つ
く
る

「
地
域
発
信
！ 

ふ
る
さ
と
便
」

誕
生

「
自
分
た
ち
の
地
域
や
他
の
地
域
で
は

　

ど
ん
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
？
」

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
ん
な
疑
問
が

市
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
地
域
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」

地
域
づ
く
り
組
織
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

こ
う
し
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
…

市
は
、
地
域
づ
く
り
組
織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

立
ち
上
げ
を
お
手
伝
い
。
そ
し
て
、
広
報
紙

に
も
地
域
づ
く
り
組
織
の
活
動
を
知
る
、
知

ら
せ
る
、
そ
ん
な
場
を
設
け
ま
し
た
！

今
回
は
、
市
内
の
７
地
域
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
事
項
や
、
魅
力
的
な
事
業
な

ど
を
市
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、こ
れ
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

次
回
は
、
３
月
ご
ろ
、
８
地
域
か
ら
の
情
報
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

ワ
タ
シ
の
地
域
っ
て

　

ど
ん
な
こ
と
し
て
る
の
カ
ナ
？

　

地
域
経
営
室　
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64-2605　fax64-2751
nabari-ko@emachi-nabari.jp 名張地区まちづくり推進協議会

地域発信！ ふるさと便

各
地
域
づ
く
り
組
織
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す

各
地
域
づ
く
り
組
織
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す

　名張地方の方言で、「○○だ～
こ」というのは、「～ください」の
意味。名張地区まちづくり推進協
議会では、名張地区内の空き家・
空き店舗を利用して、高齢者や地
域活動の拠点としてサロンを開設
しています。そのサロンの名前も
「よってだ～こ」なんです。
　現在は 9号店まであり、高齢
者の皆さんの会食やおしゃべりの
場・趣味の場所として利用してい
ます。各集議所でも、名張地区ま
ちづくり推進協議会主催で、「ちょ
っとよってだ～こ」と題してまち
の保健室と連携し、楽しいひとと
きを過ごしてもらえるように、巡
回活動をしています。

地域のサロン「よってだ～こ」

　地域がまとめている
「地域ビジョン」って？

　市内では、行政だけで
なく、さまざまな人や団

体が地域課題に向き合いながら、多様な
公共サービスを生み出し始めているよ。
市では、このような、みんなで支え合う
社会の仕組みを「新しい公」と呼んでい
るんだ。
　そうした中、各地域づくり組織では、
「地域づくり組織条例」に基づいて、自
分たちの住むまちの将来像を「地域ビジ
ョン」としてまとめているよ。住民アン
ケートや住民の意見交換会などにより、
多くの住民の意見を地域ビジョンに反映
させながら、今年中に、全地域で「地域
ビジョン」がまとまる予定なんだ。
　「地域ビジョン」とは、10年、20年
先の地域のあり方を、地域の実情に照ら
し合わせて、地域の皆さん自身が考えて、
実行に移していこうというもの。そして、
市では、「新しい公」をもっと進めてい
くためにも、市の各種計画や施策に、各
地域の「地域ビジョン」を反映させて、
それぞれの地域の思いを応援していこう
としているよ。

「

教えて！ナッキー

問い合わせ先
（名張公民館内）

◆ なばり地域づくりポータルサイト (地域の情報が掲載されているホームページ ) http://www.emachi-nabari.jp/tiiki/

日時　11 月 12日土・13日日 
　　　　午前 9時 30分～午後 3時 30分
場所　イオン名張店から榊町、中町、
　　　上本町、柳原町、宇

う る ふ し ね

流冨志禰神社
　　　までを中心としたまちなか一帯
内容　第 2回ダンスパフォーマンスまつり　
　    松阪しょんがい音頭と踊り
　　　行

あんど ん

灯の点灯（12日午後 5時～ 8時）
         ミニコンサート、その他おもてなし事業

　今年も開催します！
第 6回 隠(なばり)街道市
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子 

育
て
支
援
「
き
ら
き
ら
ひ

ろ
ば
」
は
設
立
し
て
７
年

に
な
り
ま
す
。
主
催
は
中

央
ゆ
め
づ
く
り
協
議
会
と
中
央
ゆ

め
づ
く
り
館
。
協
賛
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
希
央
台
・
鴻
之
台
地
域
の

ま
ち
の
保
健
室
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き

の
皆
さ
ん
で
す
。

　

保
護
者
は
、
子
育
て
の
悩
み
を
み

ん
な
と
話
し
合
う
こ
と
で
相
互
啓

発
し
、
一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
、
友

達
を
つ
く
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
な
ど
へ
の
入
園
前
の
子

ど
も
た
ち
は
ひ
ろ
ば
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
と
ま
ど
い
が
な
い
と
い
う

声
も
あ
り
、
対
象
者
に
は
、
地
域
を

限
定
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら

参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講

座
や
ク
ラ
フ
ト
に
よ
る
遊
び
な
ど
、

毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
た
行
事
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

・fax 64-6755
chuuou-bo@emachi-nabari.jp中央ゆめづくり協議会

　高齢者学級のモットーは、〝趣味を生か
して好きな事をして友達を増やし脳や体
の洗濯をし、生きている間、欲と楽しみ
を忘れず人生を楽しく生きる〟
　現在は、☆語る会　☆歌う会　☆将棋
☆スポーツの会　☆おりがみ　の集いが
あります。

子育ての悩みを話し合える場を提供
地域子育て支援 「きらきらひろば」

地域発信！ ふるさと便

高齢者学級を開講しました

問い合わせ先
（中央ゆめづくり館内）

・fax 65-3007
mihata-ko@emachi-nabari.jp 美旗まちづくり協議会

◇お月見コンサート　10月 15日土 午後 5時 30分～
　北中ウインドアンサンブル部、美旗小学校児童をはじめとする地域住民
手作りの楽しいコンサートを美旗市民センターで開催します。

◇観阿弥祭　11月６日日 午前 10時～　　　
　美旗は、観阿弥創座の地です。例年 11月の第 1日曜日に観阿弥ふるさ
と公園で観阿弥祭を行っています。かわいい子ども狂言も見所です！
◎同日、語り部の案内で、美旗市民センターから美旗名所を巡りながら観
　阿弥祭会場へ向かう「観阿弥ウォーク」も開催します（午前 9時集合）。
◎会場ではお茶の振る舞いや豚汁販売もあります。

一般参加行事のみを
ご案内しています。

問い合わせ先
（美旗市民センター内）

美
旗
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

美
旗
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

１
２
３
人
の
委
員
と

１
２
３
人
の
委
員
と

2828
人
の
理
事
を
中
心
に
、

人
の
理
事
を
中
心
に
、

『『  

豊
か
な
ふ
る
さ
と

豊
か
な
ふ
る
さ
と

  
美
旗
づ
く
り

美
旗
づ
く
り  

』
を
目
指
し
て

』
を
目
指
し
て  

  
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

「新春どんど」の会場にて（美旗中村どんど保存会の協力で、毎年、巨大「新春どんど」の会場にて（美旗中村どんど保存会の協力で、毎年、巨大
などんどを立て、地域のみんなで交流しています）　などんどを立て、地域のみんなで交流しています）　

◆自然と歴史が香る【史跡と文化のまちづくりビジョン】　
○古墳群を含む自然環境の有効利用プロジェクト
○初

は せ

瀬街道を生かしたまちづくりプロジェクト
○歴史文化遺産活用プロジェクト
◆だれもが生き生き【安全安心のまちづくりビジョン】　
○安心安全のまちづくりプロジェクト　
○世代間交流プロジェクト
◆環境に優しい【資源循環型まちづくりビジョン】　
○資源循環型社会実践プロジェクト

◆活力と潤いのある【産業経済活性のまちづくりビジョン】
○次世代農業活性化プロジェクト
○農商工連携プロジェクト　○「企業の森」誘致プロジェクト

4 つのビジョンと 9つのプロジェクト4つのビジョンと 9つのプロジェクト

＜開催日＞　毎月第 1・3木曜日午前 10時～正午　
＜場　所＞　名張市防災センター2階　◎申し込みは不要です。

文化と食の文化と食の   美 旗美 旗

各
地
域
づ
く
り
組
織
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す

各
地
域
づ
く
り
組
織
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す
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地域の

錦
生
」
は
名
張
市
の
西
の
玄
関
口

に
あ
り
ま
す
。
風ふ

う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
で
人

情
味
あ
ふ
れ
る
こ
の
地
域
で
、

唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
路
線
が
廃

止
さ
れ
る
の
を
知
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

５
年
前
で
し
た
。

　
〝
地
域
の
交
通
手
段
を
我
々
の
手
で
守
ら
ね

ば
〞
と
い
う
区
民
の
思
い
を
乗
せ
て
、
平
成

20
年
４
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ほ
っ
と
バ

ス
錦
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
市
の
担
当
者
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
も
と
、
立
ち
上
げ
に
奔ほ

ん
そ
う走

し
た
地

区
役
員
、
買
い
物
や
通
院
に
喜
び
の
声
を
届

け
て
く
れ
る
人
た
ち
、〝
利
用
機
会
は
少
な
い

が
…
〞
と
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
く
れ
る

人
た
ち
、
車
内
広
告
で
協
力
し
て
く
れ
た

人
や
地
元
企
業
、
そ
し
て
安
全
運
行
の
運

送
会
社
な
ど
、
多
く
の
思
い
が
結
集
し
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
に
し
き
路
」
を
颯さ

っ
そ
う爽
と
走
る
こ
の
バ

ス
は
、
私
た
ち
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
の

御み
は
た旗
で
あ
る
『
絆き

ず
な

』
が
具
現
化
し
た
姿
の

ひ
と
つ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

63-0252　fax63-3636
nishikio-ko@emachi-nabari.jp錦生自治協議会

　「豊かで自然と文化に包まれ誰もが生き生きと輝
いて暮らすまち」を目指し、昨年度に地域住民の意
見を反映した 5ヵ年計画「錦生グランドデザイン　
2010」を策定しました。
　本年度はその初年度として、できる事から実施へ
と、チーム毎に具体的推進をしています。
■ 環境・整備チーム　
　宇陀川沿いウオーキング道路の実態調査と整備
■ 歴史・文化チーム　
　各地区の「獅

し し か ぐ ら

子神楽」一同競演と年間歳時記の作成
■ コミュニティ・ビジネスチーム　
　資源ごみの収集と休耕田の有効活用
■ 生活・活性化チーム　
　区民運動会（9月 17日） の実施と無医村地域の解消

地域の思いが結集！
「ほっとバス錦」

住民の意見を反映した5カ年計画
「錦生グランドデザイン2010」

地域発信！ ふるさと便

ひ
な
ち
地
域
ゆ
め
づ
く
り
委
員

会
発
足
か
ら
３
年
後
、
平
成

17
年
に
４
つ
の
専
門
部
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
福
祉
部
会
は
、
や
る
べ
き

こ
と
が
多
く
、
事
業
の
選
定
に
困
難
を

極
め
ま
し
た
。
初
年
度
の
委
員
た
ち
が
、

熟
考
の
末
、〝「
福
祉
」
以
前
に
、
ま
ず

は
住
民
同
士
が
知
り
あ
う
事
が
先
決
〞

と
、「
ひ
な
ち
地
域
の
歴
史
探
訪
」
を

始
め
ま
し
た
。

　

滝
之
原
区
、
上
比
奈
知
区
、
下
比
奈

知
区
、
と
毎
年
半
日
ハ
イ
キ
ン
グ
を
続

け
、
昨
年
は
、
東
山
公
園
へ
。
各
地
区

の
寺
社
、
名
所
旧
跡
を
訪
ね
、
自
分
た

ち
の
住
む
ま
ち
へ
の
理
解
を
深
め
、
同

時
に
、
楽
し
く
昼
食
を
共
に
す
る
事

で
、
お
互
い
の
親
睦
も
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
。

　

当
地
域
は
、
農
村
部
と
住
宅
団
地
に

分
か
れ
、
小
学
校
区
も
二
つ
に
ま
た
が

っ
て
い
る
た
め
、
融
和
を
図
る
に
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
今
日
で
は
、

住
民
同
士
の
一
体
感
が
増
し
、
歴
史
探

訪
ハ
イ
キ
ン
グ
は
最
良
の
手
段
で
あ
っ

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

地
の
住
民
に
と
っ
て
、
農
村
の
中
へ
入

り
、
昔
か
ら
の
生
活
を
感
じ
る
事
で
、

自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
新
し
い

こ
の
地
が
古
く
か
ら
住
む
人
々
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
を
思

い
、
心
か
ら
「
故
郷
」
と
感
じ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
出
席
者
は
１
５
０
人
を
超
す

盛
況
ぶ
り
。
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
こ
う

し
た
行
事
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
、
10
月
15
日
、
比

奈
知
小
学
校
で
、
太
極
拳
の
指
導
を
受

け
た
後
、
富
貴
の
森
公
園
や
、
富
貴
ヶ

丘
浄
水
場
の
見
学
を
す
る
予
定
で
す
。

 　

青
空
の
も
と
、
全
地
区
の
住
民
が
集

結
し
、
健
康
増
進
を
図
る
事
で
、
福
祉

の
大
き
な
一
歩
と
な
る
事
で
し
ょ
う
。

・fax　68-1101
hinachi-ko@emachi-nabari.jp ひなち地域ゆめづくり委員会

住民同士が親睦を深める
「ひなち地域の歴史探訪」

問い合わせ先
（比奈知公民館内）

自分たちの地域への理解を深めると同時に、
昼食などを共にすることで、お互いの親睦も
深まっています。

問い合わせ先
（錦生公民館内）

「

◆ なばり地域づくりポータルサイト (地域の情報が掲載されているホームページ ) http://www.emachi-nabari.jp/tiiki/

各
地
域
づ
く
り
組
織
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す

各
地
域
づ
く
り
組
織
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す
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桔
梗
が
丘
自
治
連
合
協
議
会

は
、
24
地
区
の
自
治
会
で

形
成
す
る
自
治
連
合
会
を

核
と
し
、
３
委
員
会
と
６
事
業
部
会

で
組
織
し
て
い
ま
す
。
各
事
業
部
会

で
は
、
年
間
を
通
じ
て
地
域
に
密
着

し
た
独
自
の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

教
育
文
化
部
会
の
活
動
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
こ
こ
ろ
の
思
い
発
表
会
」

は
、
桔
梗
が
丘
青
少
年
育
成
協
議
会

の
活
動
を
引
継
ぎ
、
15
年
に
わ
た
り

地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
て
い
く

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
夢
や
感
動
し
た

こ
と
な
ど
「
こ
こ
ろ
の
思
い
」
の

発
表
を
通
し
て
、
地
域
住
民
が
「
子

ど
も
た
ち
を
理
解
す
る
」
こ
と
を
願

い
、
基
本
的
に
は
、
毎
年
、
地
区
内

の
５
つ
の
小
中
学
校
か
ら
各
３
人

の
計
15
人
が
参
加
。
こ
れ
ま
で
に
延

べ
２
１
０
人
が
舞
台
に
立
ち
ま
し

た
。

　

10
年
前
に
「
将
来
の
夢
」
を
語
っ

た
子
ど
も
も
成
人
し
、「
好
き
な
こ

と
を
思
い
続
け
、
周
り
の
人
に
話
た

り
作
文
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
夢

は
よ
り
一
層
鮮
明
に
な
り
、
実
現
に

近
づ
け
る
。」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ぼ

く
」「
い
の
ち
と
地
域
の
つ
な
が
り
」

「
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
」
な
ど
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
10

月
22
日
（
土
曜
日
）、
桔
梗
が
丘
公

民
館
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
活
動
が
、
子
ど
も
の
未
来
に

「
明
る
い
希
望
」
を
、
そ
し
て
地
域

住
民
が
子
ど
も
と
の
距
離
を
縮
め
、

「
見
守
る
力
」
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

・fax　65-1206
info@kikyogaoka.jp 桔梗が丘自治連合協議会

15 年にわたり続く「こころの思い発表会」。子どもたちの発
表を通して、地域住民が子どもたちを理解し、それぞれが距
離を縮めるきっかけとなっています。

地
区
内
に
は
夏
見
・
赤
坂
・

箕
曲
中
村
・
瀬
古
口
・

中
知
山
の
５
地
区
が
あ

り
、
各
地
区
が
連
携
し
て
実
施
す

る
事
業
活
動
が
あ
り
ま
す
。
昭
和

の
中
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
区
民
運

動
会
や
、敬
老
会
、公
民
館
祭
り（
現

地
区
文
化
祭
）、
新
し
く
は
夏
祭
り

な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
形
や
名
前
が

変
わ
り
な
が
ら
も
今
も
綿
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
運
動
会
は
、
ま
つ
り
的
要

素
が
あ
り
、
多
く
の
区
民
が
参
加
。

老
若
男
女
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
敬
老
会
は
、

数
年
前
か
ら
各
地
区
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
文
化
祭
は
、
公

民
館
祭
り
の
延
長
で
、
地
域
の

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
体
験

学
習
を
通
じ
て
、
世
代
間
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。
年
に
１
回

の
サ
ー
ク
ル
発
表
の
場
で
も
あ

り
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
取
り
入
れ
た
夏
祭

り
は
櫓

や
ぐ
ら

組
み
な
ど
準
備
が
大
変
で

す
が
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
催
し
ご
と
に
実
行

委
員
会
を
開
き
、
多
く
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
、
毎
年
、
趣
向
を

変
え
て
特
色
を
打
ち
出
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
お

互
い
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

住
民
の
触
れ
合
い
や
絆
が
生
ま
れ

る
こ
と
は
、
今
の
時
代
、
大
切
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・fax 63-0453
minowa-ko@emachi-nabari.jp 箕曲地域づくり委員会

運動会や敬老会、
地区文化祭、夏祭り…
箕曲地域活動の特色

問い合わせ先
（箕曲公民館内）

問い合わせ先
（桔梗が丘公民館内）

　「子ども・未来」を育む、「ほっとまち」桔梗が丘

「こころの思い発表会」が地域と子どもの
 距離を縮めるきっかけに―

箕曲地域の「地域ビジョン」

　「地域ビジョン」は、地域の皆さんにご協力いただい
たアンケートの分析や意見などを基に、会議を重ね取
りまとめました。生きがいを持って暮らせる明るいま
ち、人とのふれあい、絆を大切にするまち、暮らしを
守る安心安全のまちづくりを基本構想としています。
　以前、私たちの地域は、小学校周辺は春になると、
列車からも心を和ませるほどの桃の花園となってい
ました。そこで、ぴぃちぴち（桃・新鮮）計画と名付
けたここ２・3年で取り組む行動計画では、従前の事
業の見直しや、計画する人・準備する人・参加する人
も、「やってよかった」「こんな行事、組織があってよ
かった」との成果が出る新しい事業企画、また、イベ
ントだけでなく、環境対策や安心安全のまちづくりの
ための見回りの実施や、地域住民への危機管理意識の
向上やルールづくりなど、部会や地域で話し合ってい
ます。そして、地域づくりが充実し変わっていくため
の計画として具体化されつつあります。
　住民の皆さんの意識や参加しやすい形を作り、地域
づくり委員会は地域の要望に応えながら「ずっと住み
続けたい箕曲地域を実現していこう」と一歩ずつです
が確実に歩んでいます。

この地域が私のふるさと　箕曲
豊かな自然と暮らしにやさしい潤いのある地域
この財産を未来に引き継ぎたい

◆次回の「地域発信！ふるさと便」は、来年の3月ごろにお届けする予定です。お楽しみに！
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